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39 課程 科

学年

豊かな教養と幅広い知識を養い、確かな技術と学力を育む。
健やかな身体と豊かな情操を培う。
社会の発展に貢献できる創造力と実践力を培う。
地域の環境を守り育てる心を養う。

１ 家庭との連携を密にし、基本的生活習慣を確立し、
　 モラルの育成と集団生活でのルールやマナーを身に
　 つけさせる。
２ 人間としての尊厳を重んじ、他者を理解しようとす
　 る心や思いやる気持ち、及び人権尊重の精神を育み、
　 人との関係を大切に築き上げるためのコミュニケー
　 ション能力の向上を図る。
　 （リスペクトウィークで特に集中して取り組む）
３ 地域社会に積極的に参加して貢献しようとする、自
　 立した社会人としての誇りと責任を持たせ、その土
　 台となる教養や態度を育成する。

重点目標
１．人づくり

「環境」「技術」「キャリア」を柱とする実践的な教育をとおして、「創造力」「技術力」「人間力」を培い、多面的な資質と実践的な

職業能力を備えた人づくりを推進する。

２．学校づくり

三学科が連携・協働し、互いに切磋琢磨し、知・德・体のバランスのとれた教育をとおして、生徒一人ひとりが明るく楽しく安心して学

べる学校づくりを推進する。

３．地域づくり

生徒・保護者・地域との共感を深め、地域を支える人づくり・地域を共につくる学校づくりをとおして、持続可能な佐久平の未来創生に

つながる地域づくりに貢献する。

目標 キャリア教育 ホームルーム活動 生徒会活動・部活動等 各教科

学校教育目標 道徳教育の重点目標

令和５年度　道徳教育　全体計画

佐久平総合技術 高等学校 全
農業
工業

創造実践

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動
を通して、知的好奇心や豊かな感性、粘り強
く考える態度を含め、創造性の基礎を養う。

言葉による見方・考え方を働かせ、他者との
関わり合いの中で伝え合う力を高め、思考力
や想像力を養い、道徳的心情や判断力を育
む。

世界各地の習慣や人々の歩んできた歴史の追
求、理解することを通じて地球規模の諸問題
や地域課題を解決しようとする力を育む。

社会との関わりを意識して課題を追究するこ
とによって、社会の在り方や人間としての生
き方について選択や判断する力を育む。

外国語
外国語の背景にある文化に対する理解を深
め、外国語を用いて主体的に相互理解を図ろ
うとする態度を養う。

自然の事物・現象を探究する活動を通して、
道徳的判断力や真理を大切にしようとする態
度を育成する。

体育や保健の見方・考え方を働かせ、学習過
程を通して、粘り強くやり遂げる心や一人一
人の違いを大切にする態度を養う。

芸術
芸術における見方・考え方を働かせ、感性を
高め、心豊かな生活や社会を創造していく態
度を養い、豊かな情操を培う。

保健体育

１年

国語

理科

〇新しい集団の中
で公共心や人間関
係、相手を思いや
る心を学ぶ。

〇高校生として必
要なマナーやルー
ルを理解する。
〇専門に関する基
礎を身につけ、２
年次からのコース
について適切に選
択できるようにす
る。

地理歴史

公民

〇集団生活のルー
ル、マナーの向上
・定着をはかる。
〇実習等をとおし
て自分の特性を活
かし、自分を活か
せる場を探す。

〇就業体験を通し
て、社会人・産業
人としての自覚を
促す。
〇地域交流や地域
貢献活動をとおし
て、地域の方と触
れ合う中で社会性
を身につける。
・インターンシッ
プ

〇校内に於ける諸
活動の中堅として
の自覚を持ち、他
者の存在を尊重
し、より良い集団
づくりに向けて主
体的に行動する。
・平和学習等（修
学旅行事前学習）
・人権学習（多文
　化共生社会の実
　現に向けて）

〇校内組織におけ
る中心的な存在と
して主体的に行動
し、目標の実現に
向けて他者と協働
する自主的かつ実
践的な態度を身に
付ける。
・部活動内で行
　われる諸活動
・文化祭
・生徒会の運営

２年

〇仲間とともに協
力し合う活動の中
で、他者と良好な
人間関係を構築す
るとともに、自ら
進んで行動する態
度を身に付ける。
・SNSの正しい
　利用法について
・人権学習（いじ
　めのない学校生
　活のために）

〇自律的な行動に
努め、集団の活動
がよりよいものと
なるよう努力する
態度を養う。
・部活動における
　望ましい人間関
　係の在り方につ
　いて
・文化祭

数学

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、家
庭や地域社会の一員としての自覚をもって自
分の生き方を考える態度を育成する。

３年

〇社会に通用する
マナー、ルール、
協調性を身につ
け、 自分の特性
を活かして、全て
の人が尊重される
社会の実現のため
に努力しようとす
る態度を涵養す
る。

〇明確な進路意識
の形成と合わせて
社会に通用するマ
ナーやルールを身
につける。
〇自らを見つめ、
適性や能力を判断
しながら課題を解
決し、希望する進
路実現を目指す。
・インターンシッ
プ

〇社会の構成者と
しての自覚を持
ち、学校や地域社
会の諸課題を主体
的、意欲的に解決
していく態度を養
う。
・高校卒業後の在
　り方について
・人権学習（社会
　生活の中の権利
　と責任）

〇本校生としての
みならず、社会を
構成する一人とし
ての自覚に基づ
き、全ての人が尊
重される社会の実
現に向けた活動に
取り組む。
・生徒会の運営
・文化祭の運営
・ボランティア
　活動

情報

家庭

家庭・地域
との連携

〇PTA総会・学年PTA等を通じ、学校・学年の重点目標や道徳教育全体計画について保護者の理解と協
力を得る。
〇学年(学級)通信、授業公開やPTA活動を通じ、生徒達の活躍を伝え生徒達の現状を理解してもらう中
で、保護者との連携を深めながら基本的生活習慣の確立と自律を促す。
〇ホームページを通じて、近隣の方々の理解を得て、地域と連携した教育の基盤をつくる。

情報に関する科学的な見方・考え方を働か
せ、情報社会で適正な活動を行うための基に
なる考え方と態度を身に付ける。

総合的な
探究の時間

探究の見方・考え方を働かせ、主体的・協働
的な取組をとおして、新たな価値を創造し、
よりよい社会を実現する態度を養う。

専門科
実践的・体験的な実習等を通じて、お互いに
尊重する関係を築く。


